
島根県公共事業再評価 対応方針（案） 作成日 平成３０年 ６月 

番

号

事業概要・事業主体等事業の進捗状況
事業採択時の状況及び社会情

勢の変化等
事業効果

環境への配慮

事業を中止した場合の影響
今後の県の方針案

（事業概要）

（事業主体の根拠） 

（事業採択・着手・完了予定年

度、経過年数）

（進捗状況と今後の見込み） 

（事業導入の経緯・目的）

（事業を取り巻く社会情勢）

（事業に対する地元情勢・計画の熟度） 

（費用対効果）

（コスト縮減・代替案等）

（その他の効果） 

（生活環境・自然環境への影響）

（事業を中止した場合の影響） 
（継続・中止） 

10

（事業名・地区）

新内藤川広域河川改修

事業

（事業位置）

出雲市大津町、上塩

冶町、高松町及び

古志町地内

（事業費）

40,883,000千円

（事業概要）

全体延長

L=21.22km 
新内藤川 L=8.8km 
赤川 L=5.41km 
塩冶赤川 L=2.71km 
午頭川 L=4.30km 
築堤、掘削、護岸、

橋梁、樋門

（事業主体の根拠）

河川法第９条２項

（再評価区分）

④再評価実施後５年

経過し継続中

（担当部課名）

土木部河川課

（事業採択・着手・完了予定年

度、経過年数）

事業採択年度：昭和６０年度

用地着手年度：昭和６１年度

工事着手年度：平成 元年度

完了予定年度：平成５０年度

経過年数：３４年

（進捗状況と今後の見込み）

進捗率： ６９％

用 地： ７９％

工 事： ５７％

平成５０年度完了予定

（事業導入の経緯・目的）

上流部に出雲市の中心市街地が

あるが、元々農耕地排水路であり、

川幅は狭く緩勾配で流下能力が低

いため、氾濫しやすく、近年の都市

化の進行により、被害が拡大し、早

急な河川改修が必要となった。

（事業を取り巻く社会情勢）

北部区画整理事業の完成と付随

する道路網の整備、平成19年12月
の国道9号出雲バイパスの開通に
より、流域の都市化が進行してい

る。

（事業に対する地元情勢・計画

の熟度）

現在、平成32年度までの重点整
備区間を公表して進めており、地

元の理解や協力が十分に得られて

いる。

重点整備区間はもとより、上流

の未改修区間についても、改修の

要望は強い。

（費用対効果）

ｂ／ｃ=１０．７８

（コスト縮減・代替案等）

事業の実施にあたって

は、残土の有効利用等のコ

スト縮減に努める。

段階的施工により事業効

果の早期発現を図る。

（その他の効果）

河川改修にあわせて公共

下水道の雨水幹線が整備さ

れることにより、さらなる

土地利用の高度化が図られ

、地域振興に大きく貢献す

る。

市街地におけるオープン

スペースとしての機能やふ

れあいの場、安らぎの場と

しての機能を確保する。

（生活環境・自然環境への影響）

築堤、掘削による段階施工を行うこ

とにより環境への影響を最小限に抑

え、また、在来種の植生が容易である

土堤護岸を基本とした多自然川づく

りに努める。

現況の澪筋を極力確保し、水生生物

の生息環境の保全に努める。

（方針案）

継続

（継続・中止の理由）

出雲市の中心部で頻

発する浸水被害の解消

を図るため、治水対策

を継続する必要があ

る。

赤川、塩冶赤川は河川

の付替工事のため、計画

区間の工事が完了しな

ければ効果が発揮でき

ない。したがって事業継

続により早期の完成を

図る必要がある。

（事業を中止した場合の影響）

現況流下能力が極めて小さく、浸水

被害が頻発する可能性が高い。

・浸水被害履歴

S39、47、56、58 
H8、9、10、13、21、25 

S58：床上140戸、床下283戸、
浸水面積909ha 

H9：床上27戸、床下123戸、
浸水面積458ha 

H10：床上29戸、床下153戸、
浸水面積433ha 



L=8,800m

L=5,410m
L=2,710mL=4,300m

N

H13.6

H30.5

S39,S47,S56,S58,H8,H9,H10,H13,H21,H25

L=21,220m


